
 

 

 18 歳の夏。  

昨年までなら、むせ返るような蝉の鳴き声の中、真っ黒になってボールを追

いかけたり、グラウンドを走り回ったりしていた自分が嘘のよう。汗をかくと

いったら模試の D 判定、E 判定を前に変な冷や汗をかくくらいで。エアコンの

効いた部屋で朝から晩まで缶詰。たまたま近所の友達と会おうものならどうで

もいい話に花を咲かせるのがとても楽しく思える。勉強や親の重圧から逃げ出

したくなることもある。「今日くらい息抜きだ！」といって抜いた息は、なかな

か元に戻せない。気分転換に部屋の片づけなど始めようものなら昔読んだ漫画

が出てきて結局、１巻から読破してしまったりして…（涙）  

 自分の遠かりしあの頃を思い出してみても皆さんの現在と、さほど遠くない

ような気がします。違いと言えばスマホの存在くらいでしょうか。私は１年間

の浪人生活を送りましたが浪人時代は手元にあると、つい触ってしまうので大

好きだったギターを友達の家に預け封印していました。皆さんも大きな目標を

達成しようと思ったら何かしらの方法で時間を奪われるものから自分を遠ざけ

ることも考えてみてはどうでしょうか？？？  

 

７月考査も終わりいよいよ夏休みを迎えます。「夏は受験の天王山」と言い

ますがそこまで大上段に構えなくても、出来ることをコツコツ続ければよいと

思います。続けることが大切です。  

 

 ***************************************************************  

～翼を広げて～③  

 

第 1 ターム 3 月（2 年次）～6 月 「両立期（基礎力養成期）」 

第 2 ターム 7 月・8 月  「基礎力充実期」 

第 3 ターム 9 月～11 月 「応用力養成期」 

第 4 ターム 12 月・1 月 「直前期」 

第 5 ターム 2 月・3 月  「実践期（収穫期）」 

 

第２タームに入りました。少しでも心境の変化はありますか？勉強に取り

組む覚悟はできましたか？走り始めましたか？  

６月、そして７月と模試が続きました。結果は総じて決してよくありませ

ん。しかし皆さんの力が伸びてくるのは最後の最後です。この夏休みによう

やくその気になった人であれば、本当の意味でその努力が数字に表れてくる

のはどんなに早くても 12 月から 1 月、遅ければ 2 月です。多くの受験生は

それまでに結果がほしくて伸びていない自分の力に合わせて志望を変えて  
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しまいます。現実を見ることも大切です。でもその前に本気で自分を高めて

みましょう。夏休みは 8 月 10 日を過ぎると加速度的に時間が流れていくよ

うに感じます。後半で焦らないためにも 7 月の夏季補習、8 月の StudyCamp

でスタートダッシュをかけましょう。4 月からスタートしている数学の早朝

補習も 50 名の申込みに対して 7 月現在では 20～ 25 名の人の参加に留まっ

ています。「継続は力なり」これは間違いありません。申し込んだ夏季補習

は「もういらなくなった」などと逃げ道を理由にせず初志貫徹しましょう。 

数学や理科が負担になるから、あるいは力が伸びないから「国公立」を諦め

る、という声も聞きます。私立がダメなわけでは決してありません。ただ自

分が努力をする前に力がつかないというのはどうかと思います。人それぞれ

に事情は異なるので、私の言っていることが当てはまらない場合も勿論ある

と思います。ただ安易に楽な道を選ぶのは私からのアドバイスとしては「 NO」

です。苦しい努力をしても今からせいぜい半年あまりの時間です。その先の

自分が過ごす行き先、大げさに言えば自分の人生を左右する 4 年間を過ごす

場所です。半年の努力くらい惜しまないで、納得のいく行き先を目指しまし

ょう。  

 某予備校の大学入試研究会等に参加して私なりに今のあなたたちに伝え

ておきたいポイントは以下の 4 点です。  

 

①   まず英語の力を伸ばすこと 

 数学や理科、国語や地歴は後半の逆転もあるが、英語は時間がかかります。

まず英語の実力を伸ばしましょう。  

②   現役の力が本当に伸びてくるのはセンター前後 

諦めて簡単に科目を捨ててしまわない。  

③   大学の定数厳格化は影響あり。だからこそ後期入試まで粘れ  

 「関関同立」→「産近甲龍」→「摂神追桃」と受験生が流れてくる中、京

阪神の難関国公立と併願している受験生は合格したら国公立へ入学するた

め“空き”が生まれる。それにより後期入試で補欠合格が沢山出る。推薦や

前期で妥協して決めてしまった受験生は後期を受けず欠席する。だからこそ

本当に行きたいところは最後まで何度も受けるべし。  

④   地方の国公立にも目を向けるべし 

自宅通学は理想ではあります。しかし個人的には若いときに自分ひとりで

生活してみるのもいい人生経験になると思います。下宿代はかかりますが国

公立は学生数が少なく、教授との距離感の近さもあると思います。質素な生

活を送れば、学費は私立の自宅通学者に比べても安いと思います。（場所に

もよるのでしょうが）ただあくまでも最後に決めるのは自分自身です。保護

者の方とよく相談して、何が自分にあっているか、将来の自分に役立つかを

考えて決めるようにしましょう。  

 

 



日 曜 行    事 備  考

19 金 全校集会・大掃除・年次全体写真

20 土

21 日

22 月

23 火 ※オープンハイスクール

24 水 ※オープンハイスクール

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水

前期補習・保護者個人面談

***************************************************************  

保護者の皆様へ   

９月に入りましたらすぐに、センター出願準備や指定校推薦、公募推薦、

AO 入試などの手続きが目まぐるしく始まります。基本的に大切なことは生

徒自身にすべて連絡しますので、お子様を通じて学校からの連絡にはアンテ

ナを張っていただき、何か不明な点があれば担任・年次・進路部等にお問い

合わせ下さいますようお願いいたします。  

 

さて、夏休み明け早々に例年通り３年次生の第２回保護者全体会を行いた

いと思います。詳細なご案内は９月２日（月）に配布いたしますが日時、内

容は以下のように考えていますのでお知りおきください。  

 

【日時】９月７日（土） 10:00～ 12:00 

【場所】本校 講義棟  

【内容】  ・主任挨拶   

・進路指導部長より今後の進路指導の取り組み  

         ・  その他  

***************************************************************  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 ３日（土）～ ５日（月） スタディキャンプ  

  １９日（月）～２９日（木） 後期補習（講座により 8/19 スタートと

は限りません）  

 

7・8 月の行事予定 



日 曜 行    事 備  考
1 日
2 月 大掃除　全校集会　ＬＨＲ　進路希望調査

3 火 センターガイダンス
4 水
5 木 進路ガイダンス
6 金
7 土
8 日
9 月
10 火 教育相談
11 水
12 木
13 金
14 土 ３年次校内模試
15 日 ３年次校内模試

16 月
生徒登校日
学校説明会・公開授業

17 火 教育相談  公開授業
18 水                公開授業
19 木 クラス役員選出
20 金 クラス役員表選出
21 土
22 日
23 月 秋分の日
24 火 代休
25 水 40分×6、  7限　防災訓練
26 木
27 金
28 土
29 日

30 月
終業式　40分×4限授業
5.6限　前期末考査

 

 

 

 

 

 

 

9 月の行事予定 


